
 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害が発生しても落ち着いた行動が取れるように、 
災害時の心がまえを日頃から持っておきましょう。 

 

●持ち出し品の準備を（避難が必要な場合を想定して） 

  リュックなどにまとめてすぐに持ち出せるようにしましょう。 

  （例）食料品、飲料水、常備薬(生理用品なども)、ラジオ、懐中電灯、貴重品など 

 

 ●備蓄品の用意を（水道、ガス、電気などが止まった場合を想定して） 

被災後 3 日程度乗り切れる用意をしましょう。そのまま食べれるものが便利です。 

  （例）食料品、飲料水、カセットコンロ、予備電池、携帯用トイレなど 

 

 ●家の中に安全空間を （大きな地震を想定して） 

  家具類や大型家電は器具や留め具などで固定 

 

 ●避難場所、避難経路の確認を 

 

 ●地震が発生した時の連絡方法と会う場所の確認を 

 

 

災害は、家族が揃っている時に発生

するとは限りません。 

あらかじめ 

・どの連絡方法を利用するか 

・待ち合わせ場所や避難場所 

を話し合っておくことが大切です。 

                                         このたびの自然災害で被害にあわれた方々には心からお見舞い申し上げます。 

                                         大阪でも 6 月の地震や先日の台風の災害で、思いがけない被害をうけました。 

不安な夜を過ごした人、家屋や様々な設備などの損害、交通機関の運休や乱れなどで、 

                                                         皆さんそれぞれ大変な思いをされたことと思います。 

復興を願うとともに、今後の対策についても考えていきましょう。 
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